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ポータブル 

CD/DVD プレーヤー 


準備ずる 



再生ずる 



設定を変更ずる 



その他 



DVP-FX750 

取扱説明書 


お買い上げいたださありびとラございまず。 

A 链化 I 電気製品は安全のための注意事項を守らないと、 
^ 己- n | 火災や人身事故になることびあります。 

この取扱説明書には、事故を防ぐための重要な注意事項と製品の 
取り扱いかたをおしています。 この取扱説明書をよ<お読みのラ 
え、 製品を安全にお使いください。 

お読みになったあとは、いつでち見られるところに必ず保管して 
ください。 


◎ 2011 Sonv Corporation 
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乂災 感電 指のヶガに 
注意 


行為を禁止ずる記号 

0 ® 

禁止 分解禁止 

(D ® 

接触禁止 めれ手禁止 


行なを指示ずる記号 

〇 € 

指巧 コラグをコン 

セントからホく 


この表示のま意事項を守らな 
いと、火災•感電-破裝など 
により死亡や大けびなどの人 
身事故び生じます。 


A 警告 


安をのためのを意事 I 頁を守る 


4〜目ページのミち意事項をよくお読みください。製品 
全般のを意事項び記載されています。28ページの 
r 使用上のごを意」わあわせてお読みください。 


定期のに点なずる 


設置時や1年に1度は、電源コードに傷みびないか、 
AC アダプターのプラグ部とコンセントの間にほこり 
びたまっていないか、故障したまま使っていないか、 
などを点検してください。 


巧障した S ほわない 


動作びおかしくなったり、 AC アダプターや電源コー 
ドなどび破損しているのに気づいた！5、すぐにお買い 
上げ店またはソニーサービス窓□に修理をご依頼くだ 
さい。 


-、異常が起をた S 



〇電源を切る 
〇電源プラグをコンセ 
ントか5巧く 
〇お買い上げ店または 
ソニーサービス 窓 □ 
に修理を依頼ずる 


警告ま全のために 


ソニー 製品は安全に充分配慮して設計されています。 
しかし、電気製品はすべて、間違った使いかたをする 
と、乂災や感電などにより人身事故になることびあり 
ち険です。事故を防ぐために次のことを必ずお守りく 
ださい。 


警告表示の意味 

取扱説明書および製品では、 
次のよラな表示をしていま 
す。表示の巧容をよく理解し 
てから本文をお読みくださ 
し)。 




なりの 
らよ故 
守に事 
をど身 
項な人 
事電ど。 
i 思歌なす 
注.びま 
の災けり 
示乂大な 
表、やと 
のと亡因 
こ3死原 


刻 

を 

A 


なに財び 
ら故家と 
守事のこ 
をの巧る 
項化司す 
事のりり 
意そたた 
注かしえ 
の電をち。 
示感びをす 
表、け富ま 
のとり損り 
こ3ぶにあ 
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目次 

安全のために 
各部のなまス 


準備ずる 

付属品を確認する... 

充電する . 

カー アダプターを使う 
テレビにつなぐ .... 


再生ずる 

ディスクを再生する . 

MP 3/ JPEG / ビデオファイルを再生する.. 
画面サイズや画質を調整する（画面モード) 


設定を変更ずる 

本機の設定を変更する 


その他 

故障かな？と思ったら .... 
再生できるディスクー覧... 

使用上のごを意 . 

主な仕様 . 

保証書とアフターサービス. 
本機を廃棄するとさのごを意 
索引 . 


本書の読みかた 

•指定されている場合を除き、 CD 、 DVD を総称して「ディスク」と表現しています。 

•磯能の説明をわかり和す<するため、 EH のよラな記号を使っています。詳しくは、 
「再生でさるディスクー覧」 （2 日ページ）をご覧ください。 

•間違った使い方をしないために巧っておくべさ情報は0、知っていると役に立つ情報は 
う’で表現しています。 
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么警告 I 善会 


下記の注意事項を守 S ないと 
义災 • 感電により死亡や大けびの 
原因となりまず。 


運転中は使用しない 

自動車、オートノ くイなどの運転をしなびィ "V 
らヘッドホンを使用したり、ディスクを f \) 
再生したり、液晶画面を見ることは絶対 Vr 
におやめください。交通事故の原因とな sit 

ります。また、運転中ながでも、踏切や 
駅のホーム、車の通る道、工事現場など、周固の 
音び聞こえないと危険な場所では使わないで<だ 
さい。 


分解や改造をしない 

火災や感電、けびの原因となることがあ乂京 V 
ります。特に、本機に使われているレー 
ヴー光び目に当たると危険です。 

-► 内部の点検や f 慶理はお買い上げ店まかが S と 
たはソニーサービス窓□にご依頼ください。 


電源コードを傷つけない 

電源コードを傷つけると、火ぶや感電の 
原因となります。 l\) 

. 製品と壁や棚との間にはさみ込んだり ^ 
しない。 

.電源コードを加工したり、傷つけたりしない。 
•重いものをのせたり、引っ張ったりしない。 

• 熱器具に近づけない。加熱しない。 

. 移動させるとさは、電源プラグを抜く。 

.電源コードを巧くとさは、必ずプラグを持って 
巧く。 

■►万一、電源コードび傷んだら、お買い上げ店 
またはソニーサービス窓□に交換をご依頼く 
ださい。 


湿気やほこりのをい場所や、油煙や 
湯気のあたる場巧には置かない 

上記のよラな場所に置<と、火災や感電 
の原因となることびあります。特に風呂 l \) 
場や加湿器のそばなどでは絶対に使用し Vr 
ないでください。 禁 t 


0 

禁止 


内部に水や異物を入れない 

水や異物び入ると火災や感電の原因とな 
D ます。 

本機や AC アダプターの上に巧瓶など水 
の入ったちのを置かないでください。ま 
た、本機や AC アダプターを水滴のかか 
る場所に置かないでください。 

-► 万一、水や異物び入ったときは、すぐに本体 
の電源スイッチを切り、電源プラグをコンセ 
ントから抜さ、お買い上げ店またはソニー 
サービス窓□にご相談ください。 


付属政がの AC アダプターや カー 
アダプターを使わない 


火災や感電の原因となります。 


0 

禁止 


本体や AC アダプター、カーアダ 
プターを巧団などでおおった；！犬態で 
使わない 

熱びこちってケースび変形したり、火災ィ>\ 
の原因となることびお0ます。 i\J 

禁止 


雷び鳴りだした S 、 本体や電源プラ 
グに触れない 


感電の原因となります。 


巧触禁止 


めれた手で電源プラグにさわ S ない 

感電の原因となることびあります。 


めれ手禁止 


本機を廃棄ずる場合は、一般ごみに 
混ぜて捨てない 

本機は U チウムイオン電池を内蔵してい 
ますので、ゴミ収集作業などで衝撃や圧|\) 
力び加わ0、漏液、発熱、発火、破裂な Vf 
どのを険びあ0ます。不要になった場合 
は、 ソニーサービス 窓□にご相談のラえ、 
リサイクルにご協力ください。廃棄する場合は、 
地ち自治体の条例などに従ってください。 
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A ミ主意 


下記の注意事項を守 S ないとけ方 i を 
したり周辺の家財に損害を与えた 
りずることがありまず。 


通電中、本体や AC アダプター、 
カー アダプターに長時間ふれない 

温度び相当上びることびあ0ます。長時 /""v 
間皮膚びふれたままになっていると、低 |\| 
温やけどの原因となることびあります。 


液晶画面に強い力や衝撃を与えない 


液晶画面はガラス製のため、強い衝撃を 
与えると割れてけびの原因となることび 
あります。 


0 


本体に強い衝撃を与えない 

故障の原因となることびあります。 


0 

禁止 


液晶画面を長時間つづけて見ない 

液晶画面を長時間続けて見ると、目び疲 
れたり、視力び低下するおそれびありま (\) 
す。液晶画面を見続けて体の一部に不快 Vf 
感や痛みを感じたとさは、すぐに本機の 
使用をやめて休息してください。 

-► 万一、休息しても不快感や痛みびとれないと 
さは医師の診察を受けてください。 


大音量で長時間つづけて聞かない 

耳を刺激するよラな大きな音量で長時間 
つづけて聞くと、聴力に悪い影響をちえ C\i 
ることびあります。特にへッドホンで聞 
くとさにご注意ください。 

-► 呼びかけられたら気がつくくらいの音量で間 
さましよつ。 


はじめか S ボリュームを上げずざな 


い 

突然大さな音び出て耳をいためることび 
あります。ボリュームは徐々に上げま 
しよラ。 


0 


乳幼児の手の届かない場所に置< 


液晶画面の開閉時やディスクぶたを閉じ 
るとさなどに手をはさまれ、けびの原因 
となることびあります。おモさまびさわ 
らめよラにごを意ください。 


指のケガに 
ま意 


回転しているディスクにはさわ6な 
い 

ディスクぶたを開けると、ディスクび回 
転していることびあります。回転してい r \) 
るディスクにさわると、けびの原因とな 
ることびあります。 sih 


ひび割れ、変形したディスクや補修 
したディスクを再生しない 


本体内部でディスクび破損し、けびの原 
因となることびあ0ます。 


0 

禁止 


長期間使わないとさは、電源プラグ 
を巧く 

長期間使用しないとさはま全のため イ> 
電源プラグをコンセントから抜いて 
ください。絶縁劣化、漏電などによ 
り火災の原因となることびありま 


お手入れの際、電源プラグを巧く 


電源プラグを差し込んだままお手入 
れをすると、感電の原因となること 
びあります。 


C 

つラグをっン 
セントカ'ら巧く 
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電池についてのま全上 
のごま意 


お漏れ•破裂•巧熱•発义-誤软に 

よる大けびや巧巧を避けるたゆ、下記 
のま意事項を必ずお守り <ださい。 


八危険 


内蔵バッテリーやリモコン用電池の 
液び漏れたときは素手で液をさわ S 
ない 

電池の液び目に入った0、身体や衣服 Xrir > 

につくと、失明やけび、皮唐の炎症の ^13) 
原因となることびあります。液の化学 
変化により、時間びたってから症状び 
現れることびあります。 


必ず巧の処理をずる 

■►液び目に入ったとさは、目をこすら 

ず、すぐに水道水などのきれいな水で AS 
充分洗い、ただちに医自巾のを療を受け^5^ 

てだ六い お W 

-► 液び身体や衣服についたとさは、すぐにされ 
いな水で充分洗い流してください。皮膚の炎 
症やけびの症状びあるときは、医師に相談し 
てください。 


リモコン用電池は充電しない 

破裂したり、液が漏れた0して、けびや 
やけどの原因となることびあります。 


0 

禁止 


乂の中に入れない、加熱•分解•改 
造しない、水でめ S さない 


破製したり、液び漏れた0して、けびや 
やけどの原因となることびあります。 


0 

禁止 


A 警告 


义のそばや直射日光のあたるとこ 
ろ、炎天下の車中など、高温の場所 
で使用、保管、放置しない 


破裂したり，液び漏れた0して，けびや 
やけどの原因となることびあ0ます。 


0 

禁止 


リ モコ ン用電池は乳幼児の手の届かな 
い場巧に置く 


電池は飲み込むと、窒息や胃などへの障 
害の原因となることびあります。 

-► 万一、飲み込んだときは、ただちに 
医師に相談してください。 


0 

禁止 


A を意 


指定がのリモコン用電池を使わな 
い、新しい電池と使用した電池また 
は種類の違ラ電池を混ぜて使わない 


電池の性能の違いにより、破裂したり、液 
が漏れたりして、けびややけどの原因とな 
ることがあります。 


0 


使い切ったときや、長時間使用しな 
いとをは、リモコン用電池を取りは 
ずず 


電池を入れたままにしてお<と、過放電に 
より液が漏れ、けびややけどの原因となる 
ことがあります。 


〇 

指示 


リモコン用電池は+と一の向をを正 
しく入れる 

+と一を逆に入れると、ショートして電 
池び発熱や破裂をしたり、液び漏れた0 AA 
して、けびややけどの原因となることび 
あります。 指。 


リモコンのフタを開けて使用しない 


U モコンのフタを開けたまま使用すると、 
漏液、発熱、発火、破裂などの原因とな 
ることがあります。 


〇 

指示 
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各部のなまえ 

利用でさる機能は、ディスクや使用げ況に 
よって異なります。 


本体 



VOLUME 指量）+と►(再生）には、 
凸（突起）び付いています。操作の目印と 
してお使いください。 


丘]液晶画面 （13 ページ) 


图スピーカー 


图 DISPLAY (ディスプレイ） 

再生情報画面を表おします。 

• DVD 再生中は、この画面か6再生の 
設をを変更でさます （1 日ページ)。 


团 MENU (メニュ ー) 

DVD ビデオのゾニューを表示します。 

• CD / ビデオ CD ( PBC 機能「切」 
時）再生中は、 U ピート再生 （14 
ページ）とシャッフル再生を切り換 
ス东9 〇 

•」 PEG ファイル再生中は、サムネイ 
ルー覧の表术やスライドショーを再 
生します（16、17ページ)。 

か I ん I 今 

上下左ちに動かして項目を選びます。 

•本体の卜片は、リモコンの 
と同じように使えます （ DVD / ビデ 
才 CD のみ)。 

ENTER (決定）ボタン 

選んだ畏目を決定します。 

•本体の ENTER (決定）ボタンは、 
► (再を）と同じよラに使えます。 

RETURN 煩る） 

ひとつ前の画面に戻ります。 

OPTIONS (オプション） 

画質などの調整 （18 ページ）や、メ 

ニューからの設定変更びでさます （19 

ページ）。 


固 VOLUME 宿量） +/- 

音量を調節します。 


m ► (再生） （13 ページ) 
再生します。 


II (一時停止） （13 ページ） 
一時停止または再をを再開します。 

吟次のぺージへつづく 


































































■ (停止） （13 ページ） 

再生を停止します。 

W (前/;欠） 

前または次のチャプター/トラック/ 
フアイルの先頭に進みます。 


团ディスクぶた （13 ページ) 


固 OPEN (開く）ボタン （13 ペー 
ジ） 

ディスクぶたび開さます。 


圆 DC IN 9.5V 端子（10、り ぺ一 
ジ） 

AC アダプターや カー アダプターをつ 
なざます。 


國 INPUT SELECT (入力切換）ボ 
タン （17 ページ） 

ボタンを巧すたびに液晶画面び次のよ 
ラに切り換わります。 

•ディスク（初期設定） 

• USB (17 ページ） 


图 PUSH CLOSE (13 ぺ-ジ) 

ディスクぶたを閉じます。 


圆 POWER (電源）ランプ （13 
ぺージ） 


圆 CHARGE 饼電）ランプ （1 日 
ぺージ） 


回回 （U モコン受光部) 


圆 POWER (電源）スイッチ （13 
ぺージ） 


回 HOLD (ホールド）スイッチ 
矢印の方向へ設定すると、本体のボタ 
ン操作を無効にすることびでさます。 
U モコンでの操作はでさます。 


圆 PHONES (ヘッドホン）端子 A、 
B 


画 USB 端子 （17 ページ） 

回 AUDIO OUT (音声出力）端子 
(にぺージ） 


圆 VIDEO OUT (映像出力）端子 
(12 ぺージ） 


8 

















y モコン 


卸 


M — 


野 



個 


■M 


VOL (音量）+、数字ボタンの「5」、 
(再生 )、 AUDIO (音声）ボタンには、凸 
(突起）び付いています。操作の目印とし 
てお使いください。 

國数字ボタン 

タイトルやチャプターなどの番号を入 
力します。 

CLEAR (クリア）ボタン 
入力内容を消去します。 

國 TOP MENU (トップニュー） 
ボタン 

DVD ビデオのトップメニューを表示 
します。 

• DVD ( VR モード）の「プレイリス 
卜」と「才 U ジナル」を切り換えま 
す （14 ページ)。 


國夺 - REPLA 丫 /•"►ADVANCE ( I 」 
プレイ/アドバンス）ボタン 
少し前に戻ります/少し先に進みます 
( DVD のみ)。 

國ィ►(スキヤン/ス □-) 
ボタン 

•再を中に巧すと、早送り/早戻しし 
ます。くり返し巧すと、早さび変わ 
ります。 

•一時停止中に巧すと、ス□一再生/ 

ス□一戻しします。くり返し巧すと、 
早さび変わります（ス□一再生は 
DVD / ビデオ CD / ビデオファイルの 
み、ス□一房しは DVD ビデオの 
み)。ス□一戻しはなめらかに再生で 
さないことびあ0ます。 

國 ANGLE (アングル）ボタン 
DVD ビデオに複数のアングルび記録 
されているとさ、アングルを変更しま 
す。 

AUDIO (音声）ボタン 
押すたびに音声び切り換わります。 

• DVD ビデオに複数の言語び録音され 
ているとさ、言語を切り換えます。 

• DVD ( VR モード）では、音声卜 
ラックを切り換えます。 

• CD / ビデオ CD では、ステレオとモ 
ノラルを切り換えます。 

SUBTITI_E (字幕）ボタン 
DVD ビデオに複数の字幕び記録され 
ているとさ、押すたびに宇幕を切り換 
文ます。 


DISPLAY 

-a 



VOL 

["angle 1 

SUBTITLE 

田 

の 

の 

CLEAR 

© 

0 

© 

曾 

AUDIO 

口 

TOP MENU 

Q 

を 

1 

1 

MENU 

f 

w り 

回 

REPLAY 

ADVANCE 

[NEXT 1 

1 回 


PL 

AY 



1 • 

PA 

G 

SE 

] 

L 2 j - 

STOP 

口 
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準備ずる 


付属品を確認ずる 


巧電ずる 

本機をはじめて使用するとさや、バッテ 
U —び消耗したとさには、充電してくださ 
し、。 


次の付属品びそろっているかを確認して< 
ださい。 

• AC アダプター （1) 

• カー アダプター （1) 

•映像/音靑ケープルニプラグ X 2ーピ 
ンプラグX 3)(1) 

• U モコン （1) 

•単3形 （ R 6) 乾電池に） 

•保証書 （1) 

付属品びそろっていないとさは、お買い上 
げ店または ソニー サービス窓□にご連絡く 
ださい。 

リモコンを準備ずる 

U モコンに単3お ( R 6) 乾電池咐属） 

を2個入れます。乾電池の©と©の向さ 
をリモコンの表示に必ず合わせてくださ 
い。 



1 本機の電源を切る。 

電源び入っているとさはバッテ U —は 
充電されません。必ず本機の電源を 
切ってから充電してください。 


2 AC アダプターを本機につなぐ。 

充電び開始されると、 CHARGE (充 
電）ランプびオレンジ色に点口しま 



AC アダフター（付属) 


充電び終了すると、 CHARGE 所電) 
ランプび消なします。 

AC アダプターを取りはずします。 


〇充電中 

X 充電でをません。 
電源を切って<ださい。 



POWER C^AtlbE 


因 

、レ 

-U - U 

PO'ilER CHARGE 


巧 


U U 

POWER CHARGE 


因 
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充電終了 



























夕 • 

CHARGE (充電）ランプび点なせずに 
POWER (電源）ランプが点なしているとを 
は 、 POWER (電源）スイッチが 「 ON 」 に 
設定されていまず 。 POWER (電源）スイッ 
チを rOFF 」 に設定し、 CHARGE 成電） 
ランプび点灯していることを確認して<ださ 
し、。 

な 

充電は周囲の温度び5で〜35むの環境で 
行ってください。 


巧電時間と再生時間 

充電時間：約3時間 
再生時間：約4時間 

し处下の条件での最長連続再を時間の目まで 
す。 

一常温 （20 む） 

一へッ ド ホン使巧 

ーバックライ h の調整を最小に設定 
周囲の温度やバッテ U —の状態により、充 
電時間び長<なったり、使用時間び短くな 
ることびあります。 

バッテリーの残■を確認ずるには 

再生を停止すると、バッテ U —マークび表 
示されまず。 

バッテ1」一び消耗すると、 「亡コ」 び表示 
されるか 、 CHARGE (充電）ランプび点 
滅します 。 POWER (電源）スイッチを 
rOFFJ に設定し、 AC アダプターをつな 
いで充電してください。 



満充電 バッテ U —切れ 


力ーアダプターを巧 
5 

カー アダプター（付属）は、12 V バッテ 
U —車専用で、アースびマイナスの自動車 
専用です （24 V バッテリー車およびアー 
スびプラスの自動車では使えません）。 


1カーアダプターをつなぐ。 



カー アダプター（付属) 


カー アダプターを使い終わった6 

シガレットライター-ソケットからカーア 

ダプターを抜いて<ださい。 

な 

• 運乾者は、運転中に カー アダプターをつな 
いだり抜いたりしないで<ださい。 

• 運転者の邪魔にならないよラにコードを配 
置してください。また運転者から見える位 
置に液晶画面を設置しないで<ださい。 

• シガレットライター-ソケットは清掃して 
から使用してください。巧れていると、接 
続不良や故障の原因となる場合びあじます。 

• カー アダプターで本機を使用する場合は、 
自動車のエンジンをかけた状態で使用して 
ください。自動車のエンジンを止めた状態 
で使用すると、自動車のバッテ U —び放電 
してしまラ場合びありまず。 

• 自動車巧に本機や付属品を置いたままにし 
ないで < ださい。 


揣蠢4か 
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テレビにつなぐ 

本機をテレビやモニターにつないで、さら 
に映像を楽しむことびでさます。 

1本機とテレビやモニターを映像/音 
声ケープル（付属）を使ってつな 
ぐ。 



映像/音声ケープル（付属) 


テレビやモニターの映 
儘/冒声入力端テへ 


を 

同じつなざかたで AV アンプにつなぐことを 
でさます。 

な 

.本機の VIDEO OUT (映儘出力）端テに映 
儘ケープルびつないであると、本機の液晶 
画面は自動的に消えます。 

• つなぐ機器の取扱説明書をご覧ください。 

• あらかじめ本機やつなぐ機器の電源を切り、 
電源コードをコンセントから扳いて、つな 
いでください。 
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再生する 


ディスクを再生ずる 

rrt ,】 ■な"【■ 


DVDvideo I DVDvR 


ディスクによって、操作び制限されている 
ことちあります。ディスクに付属の説明書 
をご覧ください。 

下のどちらかの状態で使用して < ださ 
い。 

ーバッテ U —び充電されている （ AC アダ 
プターをつなびないで使用する場合） 

一 AC アダプターをつないでいる（パ’ッテ 
1」一び充電されていない場合） 



液晶画面を開く。 

POWER (電源）スイッチを 
「 ON 」 にずる。 

本磯の電源び入り、 POWER 情源） 
ランプび緑色に点打します。 

OPEN (開く）ボタンを巧して 
ディスクぶたを開<。 


4 ディスクをはめ込む。 

再生したい面を下にして、カチッと音 
びするまではめ込みます。レンズ部に 
は触れないよう、ごを意ください。 



ディスクぶたの PUSH CLOSE を 
巧してディスクぶたを閉じる。 

► (再生）を巧す。 

再生び始まります。 

ディスクによって、メニューび表示さ 
れます。卜/个 /* 片で項目を選び、 
ENTER (ミ央慰ボタンを押してくだ 
さし、。 


再生を停止ずるには 

■を押します。 

再生を一時停止ずるには 

■ ■を押します。 


な 


’ DVD レコーダーで記録されたディスクを再 
生するには、フアイナライズ作業が適切に 
巧われているが要がありまず。フアイナラ 

イズ作業について詳しくは、 DVD レコー 
ダーに付属の取掘説明書をお読み<ださい。 

’ディスクぶたを開けたとさに、ディスクび 
まだ回転しているとをは、ディスクに細れ 
ないで<ださい。ディスクの回転び停止し 
てから、ディスクを取り出してください。 


助牌4か 


一•次のぺージへつづく 
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スクリーン セー バーについてのごま 

意 

•一時停止中、または停止中、1日分し^上本 
機を操作しないと、自動的にスクリーン 
セーバーび作動します。►-を巧すとス 
ク U —ンセーく一び消えます。 

• スクリーンセーバー起動後、さらに1己分 
たつと待機状態になります（オートパ 
ワーセーブ機能)。►-を巧すと待機状態 
は終わります。 

再生を止めたところか6再生ずるに 

は（つづを再生） 

rTTffiw ■' り 。…1 

再生を止めたあと再びを巧すと、■を 

巧したところから再生を始めます。 

ク 

•ディスクを最初から再生したいとをは、 ■ 

を2回押してから、►-を押します。 

•停止禮、電源を切り、再び電源を入れると、 
自動的につづを再生します。 


〇 

• 再生を止めたところによっては、つづを再 
生の始まりびずれることびあります。 
•なの場を、再生を止めたところの記録は消 
え、つづさ再生でをません： 

—ディスクぶたを開いたとを。 

-INPUT SELECT (入力切換）ボタンを 
押したとを。 


早送り/早戻しで再生ずるには（ス 
キヤン） 

本体の仁/ ■> は、リモコンの ◄◄/ ►►と同 
じよラに使えます。くり返し押して速さを 
選んでください。 

DVD ( VR モード）のプレイリス 
卜とオリジナルを切り換えるには 

プレイ U ストびあるディスクでは 、 TOP 
MENU (トップメニュー）で「プレイ U 
スト」と「才 U ジナル」を切り換えられま 
す。再生中はでさませんので、切り換える 
場合は、■を2回巧してつづさ再生を解除 
してから 、 TOP MENU (トップメ 
ニュー）を巧してください。 

PBC (プレイバックコント□ール） 
機能を使ラには四 a 

P 目 C 磯能のあるビデオ CD は、メニュー 
び表示され、メニューにしたびって再生で 
をます。 U モコンの数字ボタンで項目の蚕 
号を選び 、 ENTER (決定）ボタンを巧し 
ます。表おされる指示にしたびって操作し 
てください。 （「 SELECT を巧してくださ 
い。」と表示されたとさは、►-を押してく 
ださい。） 


くり返し再生ずるには（リピート再 
生） 


■' り 。…1 

• DVD ビデオ再生中は、 D に PLAY (ディ 
スプレイ）を巧して、「リピート」を選ん 
でください （1 日ページ)。 

• CD / ビデオ CD ( PBC 磯能「切」時）再 
生中は 、 MENU ( X - ZL -) をくり返し 
巧してください （7 ページ)。 
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再を情巧画面を使う四丽画 rmi 

DVD 再生中に現在の再生情報を確認でさ 
ます。タイトルやチャプターを選んだり、 
音亩や字幕などを変更することちでさま 
す。 

番号を入力するとさは、リモコンの数字ボ 
タンを使って操作してください。 

1 再生中に DISPLAY (ディスプレ 
イ）を f 甲ず。 

再生情報画面び表示されます。 

例： DVD ビデオを再生中 

項目 現在の再生情報* 


メ ニユー 


1タイトル 

02/07 1 

チャプター 
音ち 
き幕 

04/20 

02 5.1 CH CD D Japanese 
〇| Japanese ▼ 

► f タイトル経過時間00:14:44 


時間表示 


* DVD 〔 VR モード）再生中は、タイトル蚕 
号の横に「プレイリスト」または「才 U ジ 
ナル」と表示されます。 

2 个 / んで 項目を選び 、 ENTER (決定) 

ボタンを押ず。 

• タイトル：个または数字ボタンで 
タイトル番号を選びます。 

•チャプター：个 /* または数字ボタン 
でチャプター番号を選びます。 

•音声：个で音声を選びます。 

•字幕：个で字幕を選びます。 

•アングル：个 /* でアングルを選びま 
す。 

• タイトル時間：再を中のタイトルの 
時間び表示されます 。 ENTER (ま 
定）ボタンを押すと「00:日日:00」び 
表示されますので、数字ボタンで再 
生したい場面のタイムコードを入力 
して < ださい。 


•チャプター時間：再生中のチャプ 
ターの時間び表示されます。 

ENTER (決定）ボタンを押すと 
「00:00:00」び表示されますので、 
数宇ボタンで再をしたい場面のタイ 
ムコードを入力してください。 

• U ピート：个で U ピートの種類を 
選びます。 

• 時間表お：个で時間表おの種類を 
選びます。 

3 ENTER (決定）ボタンを巧ず。 


再生情報画面を閉じるには 

DISPLAY (ディスプレイ）または 
RETURN (戻る）を巧します。 

な 

•ディスクによっては、設定でをない頃目び 
ありまず。 

• DVD ( VR モード）のディスクでは、なの 
項目び設定でをません： 

ーチャプター時間 
- I 」ピート 


抽牌4か 
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MP 3/ JPEG / ビデオ 
ファイルを再生ずる 


本磯では、 MP 3/ JPEG / ビデオファイルを 
再生でさます。再生でをるファイルについ 
ては、「再生でさるディスクー K 」 に5 
ページ）をご賣ください。 
データファイルを読み込むとアルバムの一 
覧び表示されます 。 KODAK Picture CD 
(コダックピクチャー CD ) の場合、デイ 
スクを入れると自動的に再生を始めます。 

<*/个/*/4 



1 个 /* でアルバムを選び 、 ENTER 
(決定）ボタンを巧す。 

アルバム内のファイルの一覧び表示さ 
れます。 

例： MP 3 ファイルの一覧 



2 个 /* でファイルを選び 、 ENTER 
(決定）ボタンまたは►-を巧す。 

選んだフアイルから再生び始まります。 


な 

ファイルによって、再生び始まるまで時間び 
かかったり、再生びでさないことをあ0ます。 
再生できるファイルについては、「再生できる 
ディスクー覧」 （2 日ページ）をご覧ください。 


JPEG ファイルを再をずる 

画像を回転させるには 


画像を表示中に、 <■/ 个 /*/■> を巧します。 

-> :時計回りに9日直回転 
<- :反時計回りに9日度回転 
个 /* :180度回転 

サムネイルの一覧を表示ずるには 

MENU (六ニュー）を巧します。 
アルバム内の画像ファイルび、12個のか 
画面（サムネイル）で表示されます。 


□ □ □ 
□ 


_I LJ b _I [ 1 

I Slide Show 1 1 ィ Pr 的 ] [Next>] 


•サムネイルの一覧表おで、前後の 
ページを表示するには、画面下の 
「◄ Prev 」 ま口ま 「 Nex 1>」 を選び、 
ENTER (決風ボタンを押します。 
•サムネイルの一幫表示を終了するに 
は 、 MENU (メニュー）を巧しま 
す。 


•前後のページを表示するには 、 W 
またはを巧します。 
•アルバムの一覧に房るには、个で 
をを選び ENTER (決定）ボタンを 
巧します。 
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スライド シヨー を楽しむ 

1 MENU (メニユ ー） を押ず。 

サムネイルの一覧び表示されます。 

2卜/个 /*/■» で画面下の 「Slide Show 」 
を選び 、 ENTER (ミ 央定）ボタンを 
f 甲ず。 

スライドショーび始まります。 


USB 機器に巧巧されているデータ 
を再をずるには 

1 INPUT SELECT (入力切換）ボタ 
ンを押して、 「 USBJ を選ぶ。 

2 USB 機器を USB 端子につなぐ。 



USB 機器を取りはずずには 

1 INPUT SELECT (入力切換）ボタン 
を押して、 USB モード L ツがを選ぶ。 

2 US 目機器を取りはずす。 

対応している ソニー 製 USB 機器 

次のソニー製 USB ；><モ U - 「ポケット 
ビット」およびデジタルスチルカメラ* 

に 008 年し U 降発売）に対応しています： 
USM - J/B シ U —ズ、 USM-L シ U —ズ、 
USM-LX シ U - ズ、 USM - LX ( A ) シ U - 
ズ、 DSC-T シ U —ズ、 DSC-W シリーズ， 
DSC-H シリーズ、 DSC-S シ U - ズ、 
DSLR-A シリーズ 


LUN 設定びできるデジタルスチルカメラは 
「シングル」に設定して<ださい。詳し< 

は、デジタルスチルカ六ラの取扱説明書を 
お読みください。 


な 

• USB 機器のアクセスランプび点滅している 
ときは、 US 目機器を损かないでください。 
データび破壊されるおそれびありまず。 

•本機で再生でさる USB 機器は、フラッシュ 
メモ U —とデジタルスチルカメラです。そ 
れ似がの機器 （USB A プなど）からは再生 
でさません。 
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ENTER (ミ关定）ボタンを押す。 


画面サイズや画質を 

調整ずる (画面モード） 


DVDvideo I DVDvR 



• 卜/个 /4 V *> 

ENTER 
. OPTIONS 
.RETURN 


1 OPTIONS (オプション）を巧 
す。 

オプシヨンゾニューび表示されます。 


* I ■ノーマル」は4:3で記録された画像を 
そのままの縦横比で表示します。（左ち 
に帯びつをます。）4:3画面サイズにレ 
ターボックスで記録された画像は、上 
下左ちに帯びつさます。 

「フル」は本機の液晶画面いっぱいに表 
おします。16:9画面サイズで記録され 
た画像は、そのまま表示します。 (16:9 
画面サイズに帯つをで記録された画像 
の帯を消すことはでをません。）4:3画 
面サイズで記録された画像は、横長に 
引をのばして表示します。 

「ズーム」は4 : 3画面サイズで記録さ 
れた画像を拡大して表示しまず。 


メニュー画面を閉じるには 


2 个 /* で「画面モード」を選び、 
ENTER (ミ夹定）ボタンを巧す。 

設定項目び表示されます。 

3 个 /* で項目を選び 、 ENTER (巧 

定）ボタンを巧す。 

.画面サイズ：画面のサイズを変更し 
ます。 个!んで 「ノーマル」「フル」ま 
たは「ズーム」を選びます‘。 

•バックライト：卜片で画面の明るさ 
を調整します。 

•コントラスト：卜 /■> で画面の明暗を 
調藝します。 

•色あい： <■/■> で画面の赤と緑のバラ 
ンスを調整します。 

•色の濃さ ： <■/■> で画面の色の濃さを 
調藝します。 

• 初期値：各設定値を工場出荷時の値 
に戻します。 


OPTIONS (オプション）または 
RETURN (戻る）を巧します。 

な 

ディスクによって選択でさる画面サイズは異 
なります。 
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設定を変更する 


ま機の設定を源ず 


4 个 /* と ENTER (決定）ボタンを 
巧して、次の各項目を選択し調整 
ずる。 


設定画面を終了ずるには 

OPTIONS (オプション）または 
RETURN (戻る）を巧します。 


設定画面を使って、画質や音声などさまざ 
まな設定びでをます。 

あらかじめ再生条件び設定されているデイ 
スクでは、ディスクの情報び有効になりま 
す。 


合/个 

ENTER 

OPTIONS 


RETURN 


1 停止中に OPTIONS (オプシヨ 
ン）を巧す。 

オプシヨンゾニューび表示されます。 
つづさ再生停止時は設定画面び使用で 
さません。■を2回押してつづさ再生 
を辭除してから OPTIONS (オプシヨ 
ン）を巧して<ださい。 

2 个 /* で「設定」を選び 、 ENTER 
(決定）ボタンを巧す。 

設定画面び表示されます。 

3 个 /* で設定したい種類を選び、 
ENTER (決定）ボタンを巧す。 



—般設定 （19 ページ） 

本体に関連する設定をします。 

4り；オーディオ設定 （20 ページ） 

再生の条件に合わせて音を設定し 
よ9 0 

pa 言語設定に日ページ） 

画面や音亩の言語を設定します。 
Cfl : 視聴制限に1ページ） 

視聴制限を設定します。 


を一賊設定 

お買い上げ時の設定は、下線の項目です。 

♦テレビタイプ 

接続するテレビの画面の種類を設定しま 
す。 

本機の液晶画面で視聴するとさは、「16:9」 
に設定してください。 


4:3 

パンスキヤ 
ン 

4:3画居 
さ。ワ' 
を自動 f 
画面全' 

1 

S のテレビと二 
<ド画像は映侵 
巧にカツトし7 
本1し表のする。 

な 

的 

ぐと 
) 左ち 
^レビ 

4:3 

レター 

ボックス 

4:3画届 
さ。ヮ' 
凌汀^し、 
巧 9 -る。 

S のテレビと二 
<ド画像は横長 
画面の上下に 

なぐと 
!のまま 
と黒< 表 

16:9 

ワイドテレビまたは、ワイド 
モードのあるテレビとつなぐ 
とを。 





な 

ディスクによっては「4:3レターボックス」 
あるいは「4:3パンスキヤン」に設定してい 
てち、自動的にどちらかで再生されるをのび 
おじます。 


一*;欠のぺージへつづく 



































♦アングルマーク （ DVD ビデオの 
み） 

複数のアングルび記録された DVD を再生 
するとさ、画面にアングルマークを表示す 
るように設定します。 


と 

アングルマークを表示する。 

切 

アングルマークを表おしな 
い。 


♦スク リーンセーバー 

一時停止または停止したままで 1日分経つ 
と、スク U —ンセーバーの画面に切り換わ 
るよラ設定します。画像の焼を付さ（残像 
現象）を防ぐのに役立ちます。 


と 

スクリーンセーバーを使ラ。 

切 

スク U —ンセーノ '^一を使わな 
し、。 


〇 

スク U —ンセーバーを「切」に設定ずると 
オートパワーセーブ機能を作動しません。 

♦ PBC (プレイバックコント □— 
ル）（ビデオ CD のみ） 

PBC 機能のあるビデオ CD で、対話型の 
再生や検索を楽しむことびでをます。 


A 

PBC 機能を使う。 

切 

PBC 磯能を使わない。 


♦巧期値 

この設定を実行すると、各設定値び工場出 
荷時の初期値に戻ります。すべての項目び 
お買い上げ時の設定に房るので、ご注意< 
ださい。 


中)才ーディオ設定 

お買い上げ時の設定は、下線の項目です。 

♦オーディオ DRC (ダイナミック 
レンジコント□—ル） （ DVD のみ） 

オーディオ DRC 対応の DVD で、音量を 
下げて間くとさに設定します。 


スタンダー 

ド' 

通常の音黄にする。 

テレビ 

ルさい音までよく聞こえるよ 
ラにする。 

ワイドレン 
ジ 

ライブ音芦のよラな迫力のあ 
る音にする。 


^さ言語設定 

♦画面表示言語 

画面の表示言語を切0換えます。 

♦ディスクメニュー （ DVD ビデオ 
のみ） 

ディスクのメニューの言語を切り換えま 
す。「オリジナル」を選ぶと、ディスク内 
で優先されている言語び選ばれます。 

♦字幕 （ DVD ビデオのみ） 

字幕の言語を切り換えます。 

「切」を選ぶと、字幕を表示しません。 

♦音声 （ DVD ビデオのみ） 

音声の言語を切り換えます。 

「オリジナル」を選ぶと、ディスク内で優 
先されている言語び選ばれます。 

な 

「ディスク六ニュー」、「字幕」、「音声」で選ん 
だ言語び DVD ビデオに記録されていないと 
をは、記録されている言語のいずれかび選ば 
れます。 
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巧視聴制限 

視聴制限機能びある DVD の視聴制限レべ 

ルを設定します。 

U モコンの数字ボタンを使って設定してく 

ださい。 

♦暗証番号 （ DVD ビデオのみ） 

暗証番号の入力や変更を行います。このま 

号び視聴制限を設定するための暗証番号と 

なります。リモコンの数字ボタンを使っ 

て、4巧の暗証番号を入力して<ださい。 

暗証番号を変更ずる 

1視聴制限画面か5个/んで「暗証番号」 
を選び 、 ENTER (ミ 央定）ボタンを 
f 甲ず。 

2 「変更」が選ばれているのを確認し 
て 、 ENTER (ミ 央定）ボタンを巧 
ず。 

3現在の暗証番号を「旧パスワード J 
に入力し、新しい暗証番号を r ま斤パ 
スワード J と「パスワード確認」に 
入力して 、 ENTER (ミ 央定）ボタン 
を押ず。 


暗証番号を間違えたときは 

手順3で ENTER [決定）ボタンを押す前 
に暗証番号を入力しなおすとさは、 

CLEAR (ク U ア）ボタンを巧すか、卜で 
ひとつずつ戻り入力しなおします。 

登録した暗証番号を忘れたときは 

n 日パスワード」には4おの数き「1369」を 
入力し、「新パスワード」と「パスワード確 
認」に新しい4巧の暗話番号を入力します。 


♦視聴制限 （ DVD ビデオのみ） 

視聴制限レベルを設定します。設定するレ 
ベルの数字びルさいほど制限び厳し<なり 
ます。この設定をするためには、先に暗証 
番号を設定してください。 

視聴制限を設定ずる 

1 視聴制限画面か5个 /* で r 視聴制限 J 
を選び 、 ENTER (ミ 夫定）ボタンを 
巧ず。 

2个で制限ずるレベルを選び、 
ENTER (ミ 夹定）ボタンを巧ず。 

3リモコンの数字ボタンで暗証番号を 
入力し 、 ENTER (ミ 夫定）ボタンを 
巧ず。 


視聴制限機能びある DVD を再生ず 
るには 

ディスクを入れて►-を巧すと、視聴制限 
の暗証番号入力画面び表示されます。 U モ 
コンの数字ボタンで暗証番号を入力し、 
ENTER 缺慰ボタンを巧してください。 


な 

•視聴制限機能びないディスクは、本機で視 
聴制限をしてを再生は制限でをません。 
•ディスクによっては、再生中に視聴設定の 
変更を要まされる場台びありまず。その場 
合、暗証番号を入力し、レベルを変更して 
ください。つづさ再生び解除されたとさに、 
設定したちとのレベルに戻りまず。 


规神が樹細叫か 
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その他 


脚璋かな？とおった 
6 

本機の調テびおかしいとき、修理に出す前 
にちラー度点検してください。それでち正 
常に動作しないとさは、ソニーの相談窓 □ 
(裏表紙）またはソニーサービス窓□、お 
買い上げ店にお問い合わせ<ださい。 


電源 

電源び入6ない。 

-► AC アダプターびしっかり差し込まれ 
ているか確認してください （10 ペー 
'；) 

-► バッテ U —び充電されているか確認し 
てください （1 日ページ)。 


バッテリーび巧電されない。 

-► 電源び入っているとさはバッテ U - は 
充電されません。電源を切ってから充 
電してください （10 ページ)。 

-► 本機を1年政上使用していなかった場 
合、電池の奠化の可能性びあります。 
ソニーの相談窓 □ (裏表紙）にお問い 
合わせください。 


映像 

液晶画面に黒い点び現れたり、ホや青、 
緑の点び消えない。 

-► 液晶画面の性質上駕生するちのであ 
り、故障ではありません。 


16:9の画像を再生ずると本機の液晶画 
面の上下に黒い帯び表おされる。 

—► 「テレビタイプ」を「16:9」に設定し 
てください （19 ページ)。 


音青 

音び出ない。 

-► 一時停止、ス□一再生になっていない 
か確認してください。 

-► 早送りまたは早戻しになっていないか 
確認してください。 


音びルさい。 

-► DVD によっては、再生時の音量びかさ 
い場合があります。「オーディオ 
DRC 」 を「テレビ」に設定に0ぺ一 
ジ）すると、改善されることびありま 
す。 


操作 

操作ボタンを巧しても、応答びない。 

-► 本体の HOLD スイッチび矢印の方向 
に設定されていないか確認して<ださ 
い （8 ページ)。 


再生が始ま 5 ない。 

—► ディスクび裏返しに入っていると、 
「ディスクびありません」または「こ 
のディスクは再生でさません」と画面 
に表示されます。ラベル面（または再 
生しない面）を上にしてください （13 

ぺ一 ご？） 

—► ディスクを正しくはめ込んでください 

(巧ベ—ぐ八 

-► ディスクに汚れや傷びないか確認して 
くださいに9ページ)。 

-► 再生でさないディスクを入れていない 
か確認してくださいに5ページ)。 

—► 正しくフアイナライズされていない録 
画用ディスクを入れていないか確認し 
て<ださいに5ページ)。 

-► 本機で再生できない地域番号の DVD を 
入れていないか確認してくださいに7 

ぺーバ） 

-►「 USB 」 び表示されている場合は、 
INPUT SELECT ボタンを巧してディ 
スクモードにしてください （8 ぺ一 
ジ)。 
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-► 視聴制限び設定されていませんか。設 
定を変更して < ださいに1ページ)。 
-► 結露していないか確認して < ださい 
(28 ページ)。 


再生が自動的に始まったり、止まったり 
ずる。 

-► ディスクによっては自動的に再生び始 
まりまず。 

-► ディスクによってはオートポーズ信号 
のところで自動的に再生び止まりま 
す。 


再生がディスクの最初か5始ま5ない。 

-► U ピート再生 （14 ページ）やシャッ 
フル再を （7 ページ）び設定されてい 
ないか確認して<ださい。 

-► つづさ再生になっていないか確認して 
ください （14 ページ)。 

-► プレイ U ストを作成したディスクでは 
自動的にプレイリストび再生されま 
す。「才 U ジナル」のタイトルを再生 
したいとさは 、 TOP MENU ボタンを 
押して「オリジナル」に設定して<だ 
さい （14 ページ)。 


再生までに時間がかかる。 

-► DVD ( VR モード）のディスクは、再 
生開始までに時間びかかります。 


再生中に静止ずる。 

-► DVD + RDL / DVD - RDL ディスクを再 
生しているとさは、層の切り換わり時 
に再生び静止することびあります。 


字幕が消える。 

-► 再生中に再生スピードを変えたり、 
シーンを飛ばしたりすると、一時的に 
宇幕び消えます。 


リモコンで操作でさない。 

-► 電池び消耗していないか確認して < だ 
さし、。 

-► リモコンと本体との間に障書物びない 
か確認してください。 

-► U モコンと本体との距離び離れすざて 
いないか確認して < ださい。 

-► リモコンを本体のリモコン受光部回に 
向けて操作して < ださい。 

-► U モコン受光部に直射曰光や照明器具 
などの強い光び当たっていないか確認 
して < ださい。 

-► AUDIO/SU 臣 TITLE/ANGLE ボタンび 
操作でさないとさは、 DVD ；>< ニュー 
から選択して操作してください。 


MP 3/ JPEG / ビデオファイルを再生で 
さない （26 ページ)。 

-► ファイルのフオーマットやお張子び準 
拠しているか確認してください。 

-► ファイルび壊れていないか確認してく 
ださい。 

-► 画サイズび大さすぎないか確認してく 
ださい。 

—► ビデオファイルは圧縮しているため、 
再生開始までに時間びかかります。 


アルパムをやファイルをげ正しく表示さ 
れない。 

-► 本機は数きとアルファベットしか表示 
でをません。その他の文字は「*」で 
表示されます （2 目ページ)。 



本機び正常に動作しない、電源び切れな 
し、。 

-► 静電気などの影響で正常に動作しなく 
なったときは、 POWER スイッチを 
「 OFF 」 にしてアダプターを抜さ、1日 
秒！; LL 放置して < ださい。 


メニュー画面で卜 /■> の操作がでをない。 

-► ディスクによって本体の <■/■> で操作で 
さない場合びあります。リモコンので/ 
4を使って操作して<ださい。 


一•巧のぺージへつづく 
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ち続 


接続した機器（テレビなど）で本機の映 
像や音声が出ない。 

-► 接続ケーブルびしっかり差し込まれて 
いるか確認して<ださい （12 ペー 
バ） 

-► 接続ケーブルび断線していないか確認 
して < ださい。 

-► 接続したテレビの設定を確認してくだ 
さい。 


USB 

USB 機器を認識しない。 

-► USB 機器びしっかり接続されているか 
確認して<ださい （17 ページ)。 

-► 本機での再生に対応している USB 機器 
か確認してください （17 ページ)。 

-► INPUT SELECT ボタンを巧して 
「 USB 」 にしてください （17 ページ)。 
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再生でをるディスクー覧 


種類 

□ゴ 

アイコン 

特性 




• 市販の DVD 




• DVD + RW / DVD + R / DVD+R 



1 DVDvideo 1 

DL (+VR モード） 




• DVD - RW / DVD - R / DVD-R 


RW R 


DL (ヒ了すモト； 

DVD 

四 EEU 

DVD '•■Rewritable DVD + R 


DVD - RW / DVD - R / DVD-R DL 
(VR モード） 


■ 3 山 




团腰恆 

DIGITAL AUDIO 

133 

: IS 器フトマットの CD - 
R / CD-RW 

CD 

团腰陌 

Idigital video) ' 

1 

皿 

• ビデオ CD (スーパー VCD 含 
む） 

• ビデオ CD (スーパー VCD 含 
む）フォーマットの CD - R / 
CD-RW 

データ 

CD / DVD 、 

USB 

1 

1 

■加わ 1 

1 

MP 3/ JPEG / ビデオファイルび 
入ったデータ CD / データ DVD 
または US 目 機器 


〇 

• ディスクの再生について 

記録済みのディスクには、傷や巧れ、また 
記録状態やレコーダー、書さ込みソフトの 
特性び原因で再生でをないちのびありまず。 

ずべての記録終了時に終了情報を記録ずる 
フアイナライズ作業をしていないディスク 
は再生できません。 

詳しくは、レコーダーの取扱説明書をお読 
み<ださし、。 DVD + RW / DVD + R / DVD+R 
DL によっては、適切にフアイナライズ作業 
びされていても本機のいくつかの再生機能 
び使えないことびありまず。その場をには、 
ノーマル再生でご覧ください。 


• カラーち式について 

本機は NTSC カラーテレビ方式対応のた 
め、 NTSC し处がのカラーテレビ方式 
( PAL 、 SECAM ) 対応のディスクは再生で 
さません。 



音 


一•巧のぺージへつづく 
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MP 3/ JPEG / ビデオファイルにご 
いてのごミ主意 

本機では次のよラなファイルを再生するこ 
とびでさます。 

• 拡張子び r . mp 3」*1 の MP 3 ファイル。 
•拡張子び r . jpg 」* との」 PEG ファイル。 
•DCF (カメラファイルシステムのデヴイ 
ン規定）画像ファイル形式に準拠した 
」 PEG ファイル。 

• 拡張子び r . mp 4」 W の MPEG -4 ビデオ 
ファイル（シンプルプ□ファイル)。 

• ISO 9660のレベル 1/ Joliet 準拠のデータ 
CD 。 

•UDF (ユニバーサルディスクフオーマツ 
卜）準拠のデータ DVD 。 

*^ mp 3 PR 0 で記録されたファイルは再生で 
きません。 

*ピファイルの拡張子び r . jpeJ または 
r . jpegj の場台は、 r . jpgj に名前を変更 
してください。 

* 心コピープ□テクト （ DRM ) のあるファイル 
は再生でをません。 MPEG -4 AVC のファ 
イルは再生でをません。 

ク 

• 多<の階層やアルバムを持つディスクは再 
生び始まるまでに時間びかかります 。 LiTF 
のよラにすることをおすすめしまず。 

ーディスクにアルバムを記録ずるとをは第 
2階層までにする。 

ーディスク内のアルノ '(ム数は日0し乂下にす 
る。 

一ひとつのアルバム巧のファイル数は100 
政下にする。 

一ひとつのディスク内のアルバムとファイ 
ルの台計数は800し乂下にする。 

• ディスクに記録された順番に再生しまず。 


な 

• MP 3 や JPEG 、 MPEG -4 形式 Lii 外のデータ 
に r . mp 3」 や r . jpg 」、 r . mp 4 J のお張子 
をつけないでください。本機はそれらを再 
生してしまい、雑音や故障の原因となりま 
す。 

•パケットライト形式で作成されたデータ 
CD / データ DVD は再生でをません。 


• マルチセッション形式で作成されたデータ 
CD / データ DVD は再生でをないことびあ 
0ます。 

• JPEG 画像ファイルによっては、再生でき 
ないをのびあります。 

• ノーマルモードで3078 ( 幅 ）X 2048盾 
さ） ULb の JPEG ファイル、またはプ□グ 
レッシブモードで2000 C 幅） X 120日（高 
さ） ULb の JPEG ファイルは再生できませ 
ん。（プ□グレッシブ JPEG ファイルは親 
定内のサイズでを再生でをない場をびあり 
まず。） 

• MPEG -4 ビデオファイルによっては、再生 
でをないちのびあります。 

• 2つし乂上のファイルを結合したビデオファイ 
ルは再生でをないことびあ0まず。 

• 720 ( 幅 ）X 576情さ）政上、または 

1のビデオファイルは再生でをない 
ことびありまず。 

• 3時間 ULb のビデオファイルは再生でをない 
ことびあ0ます。 

• ビデオファイルによっては、映像び乱れた 
0、音飛びびするなど、なめらかに再生で 
をないことびあります。その場含は、低い 
ビットレートでファイルを作成することを 
おすすめします。それでち音声び乱れる場 
合は、音声形式び適切であるか確認してく 
ださい （ MPEG -4 ビデオファイルの場合は 
AACLC 形式)。本機は WMA (ウィンドウ 
ズメディアオーディオ）形式には対応して 
レませんので、ご注意ください。 

• データ CD 上の高ビットレートのビデオファ 
イルは、なめらかに再生でをないことびあ 
ります。データ DVD 上で再生することを 
おすすめします。 

•ファイル名やアルパム名び長いとをは、す 
ベてを表示で走ないことびあります。表示 
でさない文字は「*」で表示されます。 

• 本機で表示でをるアルバム名は選択中のア 
ルバム名のみでず。それよ0上の階層のア 
ルバム名は「/../」と省略されます。 

• ファイルによっては再生情報び正しく表お 
されない場合びあります。 
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市販のディスクについてのご注意 

地域番号（リージョンコード）につ 
いて 

菁作権保護を目的に設けられた制度です。 
市販の DVD のパッケージには販売地域に 
よって、地域番号び表示されています。 
地域番号に 「 ALU または「2」び含まれ 
ているとさは、本製品で再生巧能です。 



DVD 、 ビデオ CD の再生操作につ 
いて 

DVD 、 ビデオ CD はソフト制作ちの意図 
により再を状態び決められていることびあ 
ります。本製品はソフト制作をび意図した 
ディスク内容にしたびって再生を斤ラた 
め、操作したとおりに磯能び働かない場含 
びあります。再生するディスクに付属の説 
明書ち必ずご養 < ださい。 

音楽ディスクの再生について 

本製品は、コンパクトディスク （ CD ) 規 
格に準拠した音楽ディスクの再生を前提と 
して設計されています。 

DualDisc および著作権保護技術を採用す 
る一部の音楽ディスクは CD 規格に準拠し 
ていないことから、本製品ではご使用いた 
だけない場合びあります。 


善作権について 

• 本製品は 、 Fraunhofer IIS および 
Thomson の MPEG Layer -3 才ーディ 
オコーディング技術と特許に基づく許諾 
害 IJ 品スォ 

• 本製品の曰本語表示には、株式会社 U 
コー所有の文字フオントを使用していま 
す。 


商標について 

• ドルビーラボラ h リーズからの実施権に 
基づさ製造されています。 

Dolby 、 ドルビーおよびダブル D 記号は 
ドルビーラボラト U —ズの商標です。 

• " DVD + RW "、" DVD - RW "、" DVD + R "、 
" DVD+R DL \ " DVD - R"、"DVD ビデ 
才"、 " CD " の□コ‘は商標です。 


MPEG -4 VISUAL に関するお知 
6せ 

本製品は 、 MPEG LA , LLC . びライセンス 
活動を斤っている MPEG -4 VISUAL 
PATENT PORTFOLIO LICENSE の下、 
次の用途に限りライセンスされています： 
消費をび個人的、非営利の使用目的でエン 
コードした MPEG -4 Visual 規格に合致し 
たビデオ信号 （ し以下 、 MPEG 4 VIDEO と 
いいます）をデコードすること、若しくは 
MPEG LA よりライセンスを取得したプ〇 
バイダーび提供した MPEG 4 VIDEO を 
デコードすること。 

なお、その他の用途に関してはライセンス 
されていません。プ□モーション、商業的 
に利用することに関する詳細な情報につさ 
ましては 、 MPEG LA , LLC . のホームぺ一 

ジ （ http :// www . mpegla . com ) を 

ご養照下さい。 
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巧用上のごを意 


AC アダプターはコンセントの近くでお 
使いください。本機をご使用中、異常な 
におい、煙び出たときはすぐにコンセン 
卜から電源プラグを抜さ、電源を遮断し 
て < ださい。 

通常、本体の電源スイッチで電源を切つ 
ただけでは、完全に電源か6切り離せま 
せん。 


本機の取り扱いについて 

• ディスクテーブルのレンズには指を触れ 
ないで<ださい。また、ホコ U びつかな 
いよラに、ディスクの出し入れな外はふ 
たを必ず閉じておいて<ださい。 

• 落としたり重いちのを乗せたりしないで 
ください。本機に強いショックを与えた 
り、圧力をかけたりしないでください。 
ディスクに傷びついたり、本機の故障の 
原因となることびお0ます。 

• 巧のよラな場巧には置かないでください。 
一直射日光び当たる場所や暖房器具の近< 
など、温度が非常に高い所。 

一直射曰光下で窓を閉め切った自動車内 
(特に夏季)。 

一本棚のよラな狭い所。 

一電子レンジや大音量スピーカーなど磁気 
の強いちのから近い所。 

ーホコ U のをい所。 

一ぐらついた台の上や傾いた所。 

一振動のをい所。 

一風呂場など、湿気のをい所。 

結露（露つを）について 

結露とは空気中の水分び; 令えた金属の板な 
どに付着し、水滴となる現象です。本機を 
戸外など寒冷な場所から室内へ持ち込む 
と、本機の液晶画面や内部に結露び起こる 
ことびあります。 

結露び起さた場合、液晶画面をティッシュ 
ペーパー等でよ<拭を、結露びな<なるま 
で、そのまま約3日分（本機び室温に温ま 
るまで）放置してください。結露びあると 
さにご使用になると、故障の原因になりま 
す。 


残像現象（画像の焼をつき）につい 

て 

本機の ニュー画面などの静止画を液晶画 

面やテレビ画面に表示したまま長時間放置 

しないで<ださい。画面に残像現象を起こ 

す場合びあります。 

液晶画面について 

• 液晶画面は非常に精密度の高い技術でつ 
くられていますび、黒い点び現れたり、 

ホや青、緑の点び消えないことびありま 
す。故障ではお0ません。 

•液晶画面に物を載せたり、落としたりし 
ないでください。また手和ひじをついて 
体重をかけないで<ださい。 

• 液晶画面の表示面をカッターや鋭利な刃 
物で傷つけないで<ださい。 

巧蔵バッテリーについて 

•バッテ U —には寿命びあります。使用回 
数を重ねたり、時間の経過によってバッ 
テ1」一の容量はかしずつ低下します。使 
用でさる時間び通常の半分< らいになっ 
たとさは、寿命と思われます。ソニーの 
相談窓 □ (裏表紙）へお問い合わせ< だ 
さし、 

• 寿希は、保管方法、使用状況や環境に 
よってバッテ U —ごとに異なります。 

• 本磯を長期間使わない場合、電池の劣化 
を防ぐため、半年から1年ごとに充電す 
るよラにしてください。 

AC アダプターや カー アダプターに 

ついて 

• 付属政がのアダプターを使用しないで< 
ださい。故障の原因となります。 

• アダプターを分解または改造しないで< 
ださし、。 

• アダプターの金属部分に触れないで<だ 
さい。特に金属物で触れるとショートし 
てアダプターび損傷することびあります。 
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本機を海外へお持ちになるときは 

付属の AC アダプターは100〜24日 V の 
電源電圧に対応しています。コンセントの 
形にあった AC プラグアダプターをご用意 
いただければ、海外でち使用でをます。 
なお、電モ式変圧器 （ h ラベルコンバー 
ター）は故障の原因となるので使わないで 
<ださい。 

再生を開始ずるとさは 

音量を必ず下げておさましょラ。始めから 
音量を上げていると思わぬ大をな音び出て 
スピーカーを破損 させたり、 ヘッドホンで 
間いている場合にはちを傷めるおそれびあ 
ります。 

映画や音楽を楽しむときは 

映画や音楽をお楽しみになるとをは、隣近 
所に迷惑びかか6ないよラな音量でお聞さ 
ください。特に、夜はルさめな音でち周囲 
にはよく通るをのです。窓を閉めたり、 

へッドホンをご使用になるなどお互いにむ 
を配り、快い生活環境を守りましょラ。 

本体のお手入れについて 

•キャビネッ h のちれは、中性洗剤を少し 
含ませた柔5かい巧で拭いてください。 
シンナー やベンジン、 アルコール などは 
表面を傷めますので使わないでください。 
化学ぞラさんをお使いになるとさは、そ 
のミ主意書さに従ってください。 

•液晶画面は、乾いた柔6かい巧で軽<巧 
いてください。ミちれてさたと思ったら、 
こまめにおくよラにむびけてください。 
濡れたちので液晶画面を拭かないで<だ 
さい。内部に水び入ると故障の原因とな 
0ます。 

•画像び部れたり、音飛びびするとさは、 
レンズにゴ S 和ほこりびたまっている場 
合びあります。このとさは、市販のカゾ 
ラレンズ用のプ□ワープラシで、レンズ 
のク U —ニングをして<ださい。ク U — 
ニングをするとさは、レンズに直接触れ 
ないよラご注意ください。 


クリーニングディスクについて 

レンズ用のク U —ニングディスクは、本磯 
では使わないで<ださい。故障するおそれ 
びお0ます。 

ディスクの取り扱いについて 

• 再生面に手を触れないよラに持ちます。 



• 直射曰光び当たるところなど温度の高い 
所、湿度の高い所、直射曰光び当たって 
高温になった車内には置かないでくださ 
い。 

• ケースに入れて保をしてください。 

• 柔らかい巧でディスクの中むから外の方 
向へ軽くおさます。ミちれびひどいとさは、_ 
水でかし湿らせた柔らかい巧で拭いた後、 

さらに乾いた巧で水気を拭さ取って<だ 
さい。 け! 



•ベンジンやレコードク U —ナ ー、 静電気 
防止剤などは、ディスクを傷めることび 
ありますので、使わないでください。 

• ラベル印刷したディスクは印刷面び乾い 
てからお使いください。 

• 次のよラなディスクは使用でさません。 
一円形^^(外の特殊な形状（カード型、 A — 
卜型、星型など）をしたディスク 
一紙やシールの貼られたディスク 
ーセ□从ンテープやレンタルディスクのラ 
ベルなどの糊びはみ出した0、はびした 
跡のあるディスク 
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主な仕様 

システム 

お式： CD / DVD プレーヤー 

信号方式： J 曰 TA 標準、 NTSC カラー方式 

入出力端子 

VIDEO OUT (映像出力）： 

S ニンャッろ 

AUDIO OUT (音声出力）： 

ステレオ S ニジャック 

PHONES (へッドホン出力） A/B : 

ステレオ S ニジャック 

USB 端子： A タイフ （ USB 2.0 準拠 ） (USB 
メモリー「ポケットビット」およびデジ 
タルスチルカメラ接続用） 

液晶画面 

パネルサイズ： 7インチ（巧角） 

駆動ち式 ： TFT アクティブ-マト IJ ックス 
解像度： 480 X 234 

電源、その他 

電源 ： DC 9.5 V 1.2 A ( AC アダプター/ 
カーアダプター） 

消費電力 （ DVD ビデオ再生時）： 

約 6.5 W (へッドホン使用時） 

最大外お寸法： 

200 X 42.4 X 155 mm (幅/高さ/ 
奥行を）（最大突起部分を含む） 

質量：約860 g 
許容動作温度： 5〜35で 
許容動作湿度： 25〜80% 

AC アダプター: AC 100 -240 V 、50/60 Hz 
カー アダプター ： DC 12 V 

付属品 

10ページをご覧ください。 

仕様および外観は、改良のため、予告な< 
変更することびありますび、ご了承くださ 
い。 


胃^^アフタ- 


保註書 

• この製品には保証書び添付されています 
ので、お買い上げの隙お買い上げ店でお 
夏け取りください。 

• 所定事項の記入および記載内容をお確か 
めのラえ、大切に保ちして<ださい。 
.保証期間は、お買い上げ曰より1年間で 
す。 


ア フターサー ビス 

♦調子び悪いとをはまずチェックとご相談を 

「故障かな？と思ったら」の項を参考にし 
て、故障かどラかを点検して<ださい。 

♦それでも具ちび悪いときはソニーのホ目談 
窓□へ 

ソニーの 相談窓口（裏表紙）へご相談にな 
るとさは、次のことをお知らせ<ださい。 

• 型名： DVP - FX 75 日 
• 故障の状態：でさるだけ詳し< 

• 再生していたディスクのタイトル名： 

• 再生していたディスクの種類 （ DVD ビデ 
才、 DVD - RW 、 DVD-R など）： 

• つないでいるテレビなどのメーカーと型 
ち. 

• 購入年月曰： 

• お買い上げ店： 

♦保話期間中の修理は 

保証書の記載内容に基づいて修理させてい 
たださます。詳しくは保証書をご藍くださ 
い。 

♦保話期間の経過後の修理は 

修理によって機能び維持でさる場合は、ご 
要望により有料修理させていたださます。 

♦部品の保有期間について 

当社では、 CD / DVD プレーヤーの補修用 
性能部品（製品の機能を維持するために必 
要な部品）を、製造巧ち切り後目年間保有 
しています。 
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♦部品の交換について 

この製品は、修理の際に交換した部品を再 
生、再利用する場合びあります。その際、 
交換した部品は回収させていたださます。 


本機を廃棄ずるとを 
のごま意 


鶴 

Li-ion 

本機に内蔵されている充電式電池は、1」ヴ 
イクルできます。 

廃棄する場合は、一般ごみとして廃棄せ 
ず、地ち自治体の条例などに従って処分し 
て < ださい。 

U サイクルにご協力いただける場合は、充 
電式電池の取りはずしをお客様自身では行 
わず、ソニーの相談窓口（裏表紙）にご相 
談ください。 


8 

音 
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索引 

ァ行 

アングル 9， 20 

暗証番号 21 
一般設定 19 
才一六' ィオ設定 20 
オーディオ DRC 20 
オートパワーセーブ 14， 20 

音声 9， 2日 

力行 

海外での使用について 29 
画面サイズ変更 18 
画面表示言語 20 
画面モード18 
言語設定 20 
故障かな？と思った6 22 

ヴ行 

再生 13 

再生情報画面 1己 

再生でさるディスクー覧 25 

視聴制限 21 

字幕 9， 2日 

シャッフル再生 7 

充電時間と再生時間 11 

スク U - ン セーバー 14， 20 

スライドシヨー 17 

設定画面 19 

夕行 

地域番号 27 
つづさ再生 14 
ディスクメニュー 20 

データ 16， 25 

テレビタイプ 19 

八行 

ビデオファイル ( MPEG -4) 16, 26 

ビデオ CD 13， 25 

ラ行 

U ピート再生 14 


アルファべット/数字順 

CD 13， 2己 

DVD 13， 25 

JPEG 16, 26 

MPEG -4 16, 26 

MP 3 16， 2目 

PBC 14, 20 

USB 17 
16:919 

4:3 パンスキヤン 19 
4:3レターボックス 19 
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製品登録のおずずめ 

ソニーは、製品をご購入いただいたお客様のサポートの充実を図るため、 
製品登録をお願いしております。詳しくはウェブ上の案内をご覧ください。 

パソコンから 

http://www.sony.co.jp/dvd-regi/ 

携帯電話から 

http://reg.msc.m.sony.jp/dvd/ 

2次元コードでアクセス 


2次元コード対応のカメラつを携帯電話の 
読み取り機能でご利用ください。 





http://www.sony.co.jp/support 



ソニー株式会社干]日 8-007 己東京都港区港南 1-7-1 
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